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変
形
性
関
節
症

近
年
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、

加
齢
に
よ
る
関
節

の
変
形
を
伴
う
変

形
性
関
節
症

の
患
者
は
明
ら
か
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
疾
患
に
共

通
の
症
状
は
、
関
節
の
痛
み
と
関
節

機
能
の
低
下
で
す
が
、
背
景
に
加
齢

に
よ
る
軟
骨
の
磨
耗
や
筋
肉
や
靭
帯

な
ど
支
持
組
織

の
脆
弱
化
に
、
し
ば

し
ば
骨
の
粗
霧
化
が
症
状
を
悪
化
さ

せ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
高
齢
者
ほ
ど

鎮
痛
剤
の
副
作
用
の
胃
腸
障
害
が
高

率
に
重
症
化
す
る
こ
と
な
ど
の
た
め
、

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（生
活
の
質
）
や
Ａ

Ｄ
Ｌ

（日
常
生
活
動
作
）
を
著
し
く

低
下
さ
せ
ま
す
。
で
も
中
に
は
、
「
年

だ
か
ら
治
ら
な
い
の
は
仕
方
な
い
」
、

と
半
ば
諦
め
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
サ
ナ
モ
ア
で
変
形
性
関
節

症
を
治
療
す
れ
ば
、
副
作
用
を
気
遣

う
必
要
は
な
く
、
痛
み
を
鎮
め
て
関

節
機
能
の
回
復
を
促
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
や

Ａ
Ｄ
Ｌ
を
高
め
、
以
前
の
快
適
な
日
常

生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
期
待
で
き
る

の
で
す
。
次
ぎ
に
治
療
に
際
し
て
留
意

す
べ
き
点
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。

即
効
性
の
鎮
痛
効
果

変
形
性
関
節
症

の
治
療
で
真

っ
先

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
痛
み
を
和
ら

げ
る
即
効
性

の
鎮
痛
効
果
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
全
身

の
基

本
照
射
に
加

え
て
、
痛
み
が
強
い
ほ
ど
患
部
に
は
時

間
を
長
め
に
照
射
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
理
由
か
ら
説
明
し
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
の
鎮
痛
効
果
は
、
光
線

の
透
過
性

の
深
部
温
熱
作
用
に
よ
り

局
所
的
に
深
部
体
温
が
上
昇
す
る
の

に
応
じ
て
、
体
温
の
ホ
メ
オ
ス
タ
ー

シ
ィ
ス

（恒
常
性
）
を
保

つ
た
め
患
部

の
血
流
が
増
え
、
同
時
に
毛
細
血
管
を

含
む
末
梢
血
管
が
拡
張
し
て
微
小
循

環
が
促
さ
れ
る
た
め
、
血
液
循
環
が

九
進
し
て
筋
肉
が
弛
緩
し
、
発
痛
物

質
の
よ
う
な
炎
症
物
の
吸
収
排
泄
を

促
す
た
め
で
す
。
す
な
わ
ち
鎮
痛
効

果
を
実
感

す
る

に

は
、

痛
み
が
強

い

ほ
ど
照
射
量
、

照

射
回
数
を
増
や

す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的

に
は
、

痛

み
が
和
ら
ぐ
ま
で
、

基
本

照
射

に
併

せ

て
、

患
部

に
最
短

で
も
３０
分
以
上
、

日
に

二
、

三
回
照

射

す
る
よ

う

に
指

示
す
る

こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
際
、

照
射
中

に
患
部

の

循

環
障
害

が
改
善

す
る
過

稼

で

一
過

性

に
痛

み
が
増

す

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
照
射
を
止
め
ず

に
継
続
す
れ
ば
痛
み
は
鎮
ま
り
ま
す
。

な
お
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
で
は
、

開
鎖
空
間
の
中
で
四
台
か
ら
五
台

の

治
療
器
を
用
い
る
多
灯
照
射
を
行

っ

て
い
ま
す
が
、
光
線
の
光
作
用
に
温

熱
作
用
に
よ
る
熱
気
浴
を
併
せ
て
利

用
す
る
た
め
、
血
行
は
著
し
く
促
進

し
鎮
痛
効
果
を

一
層
高
め
ま
す
。

臨
床
的
治
癒
に

導
く
加
算
効
果

変
形
性
関
節
症

の
究
極

の
治
療
目
標
は
、
単

に
鎮

痛
効

果
に
止
ま
る

こ
と
な

く
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
、

Ａ
Ｄ
Ｌ
に

支
障

の
な

い
状
態
ま

で
回

復
さ
せ
る
、
換
言
す
れ
ば

臨
床
的
に
治
癒

に
近

い
状

態

に
導
く

こ
と
で
す
。
そ

れ
に
は
サ
ナ
モ
ア
を
継
続
、

反
復
し
、
繰
り
返
し
患
部

の
血
行
や
物
質
代
謝
を
促

す

こ
と
で
、
自
己

の
修
復

能
、
す
な
わ
ち
自
然
治
癒

力
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

加
え
て
サ
ナ

モ
ア
の
独

自

の
効
果
と
し

て
、
ビ
タ

ミ

ン
Ｄ
の
生
成
が
あ
り
ま

す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
調

節
作
用
は
、
骨
粗
髪
症
の
治
療
に
益

す
る
効
果
や
筋
力
を
増
す
効
果
が
あ

り
ま
す
ｃ
ま
た
細
胞
分
化
誘
導
作
用
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に
つ
い
て
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
受
容
体

が
軟
骨
細
胞
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
再

生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
軟
骨

細
胞

の
再
生

に
関
わ

っ
て
い
る
一
工
一

が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ

従
来

、
変

形
性
関
節
症
の
変
形
は
、
加
齢
に
よ

り
軟
骨
が
徐
々
に
磨
耗
し
て
関
節
間

隙
が
狭
小
化
し
、

骨
と
骨
と
が
ぶ

つ

か
り
異
常
な
骨
増
殖

（骨
棘
）
を
来
た

す
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
病
因
か

ら
改
善
す
る
効

果
が
期
待
で
き
る
の

で
す
。
な
お
治
療
に
並
行
し
て
、

関

節
の
可
動
域
を
保

つ
関
節
運
動
は
必

ず
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
サ
ナ
モ
ア
で
治
療
し
た

が
効
果
が
な
い
と
言
う
人
が
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
述

べ
た
留
意
点

を
参
考
に
し
て
治
療
を
続
け
て
下
さ

れ
ば
、
自
己
の
修
復
能
が
回
を
追

っ

て
加
算
さ
れ
自
然
治
癒
力
が
向
上
し

て
臨
床
的
治
癒
が
期
待
で
き
ま
す
の

で
、
あ
せ
ら
ず
に
続
け
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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症  例 :40歳、男性 。

主  訴 :会陰部 の疼痛 と不快感。排 尿 時の不快感。
起 始 。経過 :数年 前 よ り上 記 主 訴 が繰 り返 され 、

近 医泌 尿器 科通 院 して いる。 医師か ら慢

性前 立 腺 炎 と説 明 されて いるが、 明 らか

な細 菌 感 染 と して の所 見 に乏 しく、起 炎

菌 は同定 され て いな い。 これ まで 、症 状

増悪 日寺に は抗生剤 の 内服 をイ予って きたが、

明 らか な効 果 が な く、一 向 に改善 しな い

た め当院 を受診 した。

治  療 :①側 臥位 にて 30分、 4灯照射。
刊 夏音6(BD)、 月工F号部 (BD)、 月黍(AB)、

足裏 (AB)。

②仰 臥位 にて 30分 (集光器使用 )。

膝 裏 を抱 え る よ うに して会 陰部 を直接

照射。

経  過 :初回の治 療 後 か ら会 陰部 の不 快 は軽 くな

る。 患者 は、遠距 離で あ った た め通 院 困

難で あ り、 光線 治 療器 を購 入後 、 自宅 で

の治療 を 開始 c毎 日、患部 に加 え基 本 照

射 を 1時間行 った と ころ、 1週間後 に は、

明 らか な 改 善 を認 め 、 約 3か月 で ほぼ 症

状 は消失 。 そ の後 も治療 を継 続 して いる

が 、今で は再 発 す る こともな く良 好 に経

過 して いる と報告 を受 けた。

病
気
の
解
説

泌
尿
器
科
領
域

の
感
染
症
に
は
、

膀
脱
炎
、
腎
孟
腎
炎
、
前
立
腺
炎
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
複
雑

な
病
態
を
呈
す
る
前
立
腺
炎
を
取
り

上
げ
ま
す
。

前
立
腺
は
薄
い
線
維
性
被
膜
に
包

ま
れ
、
膀
洸
頸
部
と
尿
道
括
約
筋
の

間
に
位
置
し
、
中
を
尿
道
が
貫
通
す

る
ク
ル
ミ
大
の
臓
器
で
、
精
子
の
運

動
を
活
性
化
す
る
液
体
を
分
泌
し
て

お
り
、
前
立
腺
肥
大
症
、
前
立
腺
癌

と
い

っ
た
疾
患
は
、
中
年
期
以
降
の

男
性
特
有
の
疾
患
と
し
て
、
ご
存
知

の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

前
立
腺
炎
は
、
急
性
と
慢
性
に
大

別
さ
れ
ま
す
が
、
急
性
で
は
明
ら
か

な
細
菌
感
染
と
し
て
の
所
見
を
有
す

る
の
に
対
し
、
慢
性
は
細
菌
感
染
と

し
て
の
所
見
が
乏
し
い
点
が
特
徴
で

す
。
ま
た
前
立
腺
炎
に
よ
る
症
状
は
、

急
性
の
場
合
、
悪
寒
戦
慄
を
伴
う
高

熱
、
倦
怠
感
、
排
尿
痛
を
中
心
と
し

た
膀
吐
刺
激
症
状
な
ら
び
に
排
尿
困

難
な
ど
が
主
で
、
比
較
的
急
激
に
発

症
し
、
前
立
腺
の
有
痛
性
腫
脹
、
圧

痛
な
ど
を
認
め
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

慢
性

の
場
合
は
、
膀
脱
周
囲
の
下
腹

部
か
ら
会
陰
、
陰
嚢
、
尿
道
な
ど
陰

部
を
中
心
と
し
た
疼
痛
や
不
快
感
、

頻
尿
、
排
尿
時
不
快
感
な
ど
の
排
尿

症
状
、
射
精
痛
な
ど
で
、
前
立
腺
局

所
に
明
ら
か
な
異
常
を
認
め
な
い
と

い

っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
現
状
で
、

慢
性
前
立
腺
炎
は
、
病
態
の
解
明
が

十
分
で
な
く
、
治
療
手
段
も
確
立
さ

れ
て
お
ら
ず
、
多
彩
な
臨
床
症
状
を

呈
す
る
疾
患
群
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

病
気
と
光
線
療
法

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
、
腎
血
流

量
を
増
加
し
利
尿
作
用
を
高
め
、
ス

ム
ー
ズ
な
排
尿
を
促
す
た
め
、
腎
尿

路
系

の
疾
患
全
般
に
対
し
て
、
確
実

な
治
療
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。
と

く
に
本
症
例

の
よ
う
に
、
数
年

の
経

過
に
お
い
て
、
難
治
性

の
慢
性
前
立

腺
炎
が
遷
延
す
る
ケ
ー
ス
に
も
有
効

で
、
前
立
腺
局
所
に
消
炎
効
果
を
発

揮
し
、
会
陰
部
の
不
快
感
を
軽
減
し

ま
す
。
治
療
は
、
下
腹
部
や
会
陰
部

か
ら
の
直
接
照
射
が
推
奨
さ
れ
ま
す

の
で
、
前
立
腺

の
病
気
で
お
悩
み

の

方
は
、
是
非
お
試
し
下
さ
い
。
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第
十
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

第
十
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養

成
講
座
を
、
七
月
に
東
京
に
て
開
講

し
ま
す
。
光
線
治
療
院
の
開
業
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
や
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

（〇
三
―
五
七
五
九
―

三
七

一
〇
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

第
二
十
回

「光
と
熱
研
究
会
」

の
お
知
ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

7月 7日 (木)・ 8日 (金)09日 (土 )

サナモア光線療法の基礎と生物学的作用
光線治療器のメンテナンス法
ルーフ式 0マルチアーク療法の実践
医学総論・関係法規
開院のための準備

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者

の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

一
十
月

二
十

二
日

（土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
光
線
治
療

院
を
開
業
さ
れ
御
活
躍
中
の
先
生
方

や
、
光
線
治
療
師
の
資
格
を
取
得
さ

れ
、
光
線
療
法
の
啓
蒙

。
普
及
活
動

に
携
わ

っ
て
い
る
先
生
方
を
ご
紹
介

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

光
線
と
と
も
に

一野
Ｌ
浮
崎
里
千
Ｊ
光
線
治
療
師
（六
期
）

住
所

一
鹿
児
島
市
緑
ヶ
丘
町

一
‐
七
‐
〓

一

電
話

一
〇
九
九
上

一四
三
上
壬
ハ
一
五

わ
が
家

の
光
線
療
法
と
の
出
合
い

は

３５
年
前
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
先

代

の
宇
都
宮
義
員
先
生
と
の
出
会
い

に
始
ま
り
ま
し
た
。
私
の
姑
は

１０．
歳

氣 募 集 笏

当協会の処農に賛月され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力項ける方、治療院の

開業を検言オなさりたい方は、

お問い合わせください

丁153-0063
東京都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759‐ -3710
FAX (03)5759-‐ 3720

で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

６７
歳
の
時
、

肝
臓
病
を
患
い
、
先
生
の
ご
指
導
を

頂
き
光
線
療
法
で
完
治
し
ま
し
た
。

野
津
胸
子
先
生

そ
の
後
、
姑
は
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
に

な
り
、　
一
日

一
回

の
基
本
照
射
を
目

課
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ

の
効

果
で
身
体
の
不
調
を
訴
え
る
こ
と
も

な
く
、
健
康
で
幸
せ
な
人
生
を
楽
し

む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ

と
え
に
光
線
療
法

の
お
蔭
と
私
は
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
も
事
故

で
受
け
た
打
撲
に
よ
る
痛
み
を
光
線

療
法
で
完
治
し
た

こ
と
は
、
何
よ
り

得
が
た
い
私
自
身

の
貴
重
な
体
験
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
体

験
を
自
信
と
し
て
、
光
線
療
法

の
効

果
や
素
晴
ら
し
さ
を
、　
一
人
で
も
多

く
の
方
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

一̈一一一一̈一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一一̈一一一一̈一一一̈一̈̈
一一一̈一一一̈一一̈一一一̈一一一̈一一一一一一一̈一一一̈̈一一̈̈̈
一一̈一一一一̈一一一一一一一̈一一一一一一̈一一一一一一一̈一一一̈一一一̈一一̈̈一一一一一一一一一̈一一一一一一一一一一一一一一̈一一一̈一一一̈一一一一̈一一一一一一一一・一一一̈一一一一一一一一一
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症
例
　
６８
歳
　
男
性

症
状
　
一副
立
腺
肥
大
症

の
切
除
手
術

を
受
け
て
か
ら

一
年
後
に
再
発
し
、

頻
尿
、
排
尿
時

の
不
快
感
な
ど
特
有

の
症
状
に
悩
ま
さ
れ
る
。
母
親
が
二

十
数
年
間
サ
ナ
モ
ア
を
愛
用
し
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
是
非
と
も
光

線
療
法
で
治
し
た
い
と
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン

を
用
い
、
会
陰
部

４０
分
、
下
腹
部

２０

分
、
腰
部
２０
分
の
照
射
後
、
Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ

ン
で
、
足
裏

１０
分
、
膝
１０
分
行

っ

た
。
自
宅
で
の
治
療
は
、
最
低
で
も

一
日
に
二
回
行
う
こ
と
を
指
示
し
、

と
く
に
会
陰
部
の
照
射
は
、
体
調
を

見
な
が
ら
、
６０
分
く
ら
い
ま
で
延
長

し
て
も
よ
い
と
説
明
し
た
。
さ
ら
に

症
状
の
出
現
に
波
が
あ
り
、
改
善
、

改
悪
が
見
ら
れ
て
も
、
中
断
せ
ず
に

根
気
よ
く
続
け
る
よ
う
指
示
し
た
「

約

一
か
月
経
過
し
た
頃
、
排
尿
時
の

不
快
感
は
減
少
し
て
、
苦
痛
だ

っ
た

ト
イ
レ
が
楽
に
な

っ
て
き
た
。
さ
ら

に
半
年
後
に
は
、
排
尿
に
勢
い
が
出

て
き
て
、
そ
れ
ま
で
細
か

っ
た
尿
線

も
気
に
な
ら
な
い
程
に
な
り
、
残
尿

感
も
少
な
く
な

っ
て
、
夜
間
の
頻
尿

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
睡
眠
不

足
も
解
消
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
病
院

で
検
査
を
受
け
た
が
、
特
に
問
題
を

認
め
ず
、
良
好
に
経
過
し
て
い
る
。

今
後
も
、
再
発
予
防
の
た
め
に
光
線

療
法
は
必
ず
継
続
す
る
よ
う
に
指
示

し
た
。

（丁
Ｅ
Ｌ

Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

一
二
五
八
）

症
例
　
７５
歳
　
男
性

症
状
　
約

２０
年
前
に
大
腸
癌
と
診
断

さ
れ
、
サ
ナ
モ
ア
で
治
療
し
た
既
往

が
あ
る
。
最
近
、
少
し
息
苦
し
さ
を

自
覚
す
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
病
院

を
受
診
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
に

て
、
左
肺
に
径
約
３

ｃｍ
の
腫
瘤
影
を

サ:力:議:ア|力::十:ボ|ン:のI類:似:品薫
=:
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□
□
回
□
固

前
立
腺
肥
大
症
に
よ
る

不
快
な
症
状
が
光
線
療
法
で
軽
快

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

□
国
日
□
□

左
肺
に
認
め
た
腫
瘤
影
が

光
線
療
法
で
消
失
し
た

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

指
摘
さ
れ
、
悪
性
腫
瘍
の
疑
い
が
高

い
と
診
断
さ
れ
た
が
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
で
の
治
療
を
希
望
さ
れ
来
所

し
た
。

療
法
経
過
　
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
を
使
用

し
、
左
胸
部
を
前
方
か
ら
３０
～
６０
分
、

後
方
か
ら
２０
～
３０
分
、
有
胸
部
も
同

様
に
、
前
後
か
ら
２０
～
３０
分
の
照
射

で
始
め
、
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

徐
々
に
照
射
時
間
を
長
く
す
る
よ
う

指
示
。
さ
ら
に
、
足
裏
、
膝
、
腹
部
、

腰
部
、
咽
頭
に
も
各
２０
分
の
照
射
を

行
う
よ
う
に
指
示
し
た
。

こ
の
際
、

長
時
間
の
治
療
で
脱
水
に
な
ら
な
い

よ
う
、
適
宣
、
水
分
の
補
給
を
心
掛

け
る
点
を
注
意
し
た
。
数
か
月
後
に

連
絡
が
あ
り
、
ほ
ぼ

一
日
中
治
療
を

行
い
、　
一
か
月
経
過
し
た
頃
、
病
院

で
再
検
査
を
受
け
た
が
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ

ン
検
査
で
、
左
肺
に
認
め
た
腫

瘤
影
は
消
失
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ

っ
た
ｃ
患
者
自
身
が
信
じ
ら
れ
な

い
気
持
ち
で
、

こ
れ
か
ら
も
サ
ナ
モ

ア
光
線
療
法
を
続
け
る
と
言

っ
て
大

変
喜
ば
れ
て
い
た
。

（丁ＥＬＯ九二Λ車麒一‐‐一“に動｝
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□
□
回
□
□

右
腎
の
腫
瘤
性
病
変
が

光
線
療
法
で
消
失
し
た

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
言
一氏
報
告

症
例
　
６９
歳
　
男
性

症
状
　
数
年
来

の
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者

で
あ

っ
た
が
、
身
体
と
両
足
が
む
く

み
、
疲
れ
や
す
い
と
訴
え
て
来
院
。

光
線
療
法
を
当
院
と
自
宅
に
て
行

っ

て
い
た
が
、
病
院
で
精
密
検
査
を
受

け
た
と
こ
ろ
、
有
腎
に
腫
瘤
性
病
変

を
指
摘
さ
れ
、
悪
性
腫
瘍
の
疑
い
が

あ
る
た
め
、
早
期

の
手
術
を
勧
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
手
術
を
拒
否
し
、

光
線
療
法
で
治
し
た
い
と
言

っ
て
来

院
し
た
た
め
、
悪
性
腫
瘍
が
疑
わ
れ

る
場
合
に
は
、
最
低
で
も
３
時
間
の

治
療
時
間
を
要
す
る
こ
と
を
説
明

の

上
、
平
成
十

四
年
十
月
十
日
、
当
院

で
の
治
療
を
開
始
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン

に
て
四
台
の
治
療
器
を
使
用
。
大
殿

筋
と
腰
部
に
は
約
３
時
間
の
照
射
を

行
い
、
顔
面
、
足
首
、
膝
、
後
頭
部

に
１５
分
、
腹
、
膝
裏
、
足
裏
に
３。
分

照
射
後
、
仰
臥
位
と
し
、
左
右
の
肩

・５
分
、
左
右
の
腰
３０
分
、
膝
に
１５
分

の
照
射
を
毎
日
施
行
し
た
。
自
宅
で

の
治
療
も
並
行
し
て
行

っ
た
と
こ
ろ
、

約

一
か
月
で
む
く
み
が
軽
減
し
、
平

成
十
五
年
四
月
に
は
、
全
身
の
む
く

み
は
完
全
に
と
れ
、
病
院
で
の
検
査

結
果
も
良
好
と
の
報
告
を
受
け
た
。

当
院
で
の
治
療
は
、
平
成
十
六
年
八

月
で
終
了
し
様
子
を
見
て
い
た
が
、

本
年

一
月
、
患
者
か
ら
、
病
院
で
行

っ

た
検
査
で
有
腎
の
腫
瘤
性
病
変
は
消

失

し
た

と

の
喜

び

の
連

絡
を
受

け

た
。（Ｔ

Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七
）

□
□
□
□
固

光
線
療
法
で
肺
癌
の
増
殖
を
抑
制
し
た

武
蔵
野
市
　
カ
ワ
グ
チ
光
線
整
体
療
法
院

川

口
　

一
憲
氏
報
告

症
例
　
６５
歳
　
男
性

症
状
　
一
一年
半
前
、
朝
、
咳
き
込
ん

だ
後
、
血
痰
が
出
た
た
め
、
近
医
を

受
診
。
有
肺
に
腫
瘤
影
を
認
め
、
精

密
検
査

で
有
肺
癌
（ス
テ
ー
ジ
３
）と

診
断
。
抗
が
ん
剤
に
よ
る
入
院
治
療

を
勧
め
ら
れ
た
が
、
治
療
を
拒
否
し
、

定
期
的
な
検
査
の
み
を
行

っ
て
い
た
。

最
近
行

っ
た
検
査
で
、
腫
瘤
の
大
き

さ
が
、
約
２
倍

の
３

ｃｍ
に
拡
大
し
て

き
て
お
り
、
知
人

の
紹
介
に
て
来
院

し
た
。

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も

効
果

の
あ
る

ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う

に
、

正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る

正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ

モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強

で
切
れ
、
長
時
間

の
照
射

に

は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。

こ
の
点
を
改
良
し
た

の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま

で
設
定

で
き
、
時
間

に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト
で
き
る
サ
ナ
モ

ア
カ
ー
ボ

ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
ｃ

な
お
は

つ
ら

つ
さ
ん

ご
使
用

の

際

に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ

ン

ト
カ

ー
ボ
ン
以
外

の
カ

ー
ボ
ン
は

絶
対

に
使
用
し
な

い
で
下
さ
い
。

使
用
上
の
注
意
は
、
「
は

つ
ら

つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

療
法
経
過
　
治
療
は
有
側
臥
位
に
て

４０
分
。
背
部
（Ｂ
Ｄ
）、
腹
部
（Ｂ
Ｄ
）、

膝
（Ａ
Ｂ
）、
足
裏
（Ａ
Ｂ
）を
４
灯
で
照

射
。
そ

の
後
、
左
側
臥
位
と
し
て
２０

分
ｃ
有
胸
部
（Ｂ
Ｄ
）を
前
後
か
ら
は

さ
む
よ
う
に
２
灯
で
照
射
し
た
。
３

日
に

一
度

の
頻
度
で
治
療
を
開
始
し

た
が
、
本
人
は
、
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
、
光
線
治
療

の
効
果
は
、
次
回

の
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
で
判
断
し
た
い

と
言

っ
て
お
り
、
半
信
半
疑
の
状
態

な
が
ら
治
療
を
継
続
し
た
。
数
か
月

後

の
病
院
で
行

っ
た
レ
ン
ト
ゲ

ン
検

査
で
、
医
師
か
ら
腫
瘤

の
大
き
さ
は

前
回
と
変
わ
り
な
く
、
大
き
く
な

っ

て
な
い
と
の
説
明
を
受
け
た
た
め
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
継
続
す
る
意

思
を
固
め
ら
れ
、
現
在
も
通
院
さ
れ

て
い
る
。

（丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
二
二
―
二
三
―
三
九
九
〇
）
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す

山

口
県
　
徳
永
　
満
代
様

い
つ
も

「
健
康
と
光
線
」
を
お
送

り
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
元
気
で
こ
う
し
て
ベ

ン
を
取
る

こ
と
が
で
き
る

の
も
サ
ナ
モ
ア
の
お

か
げ
で
す
。
数
年
前
、
娘
が
卵
巣
癌

を
患
い
、
医
師
か
ら
余
命

二
か
月
と

宣
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
サ
ナ

モ
ア
を
購
入
し
治
療
を
始
め
ま
し
た
。

入
院
し
て
い
る
時
は
夜
中
に
サ
ナ
モ

ア
を
照
射
し
、
七
年
間
も
が
ん
ば

っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
主
人
も
、

心
筋

梗
塞

、

糖

尿
病

で
、

医
師

に

「
も
う
駄
目
だ
か

ら
、
家
族
を
呼
び

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
か
ら
、
十
八

年
間
も
元
気
で
生
き
て
く
れ
ま
し
た
。

私
自
身
は
、
今
年
で
七
十

二
歳
に
な

り
ま
し
た
が
、
毎
日
の
照
射
の
お
か

げ
で
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
、
た
く

さ
ん

の
田
畑
と
戦

っ
て
お
り
ま
す
。

つ
い
先
日
は
、
こ
れ
ま
で
は
と
ん
ど

保
険
証
を
使
う
こ
と
が
な
か

っ
た
た

め
、
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、
親

戚

一
同
、
皆
で
サ
ナ
モ
ア
を
使

っ
て

お
り
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
本
当

に
、
サ
ナ
モ
ア
を
も

っ
と
も

っ
と
多

く
の
人
に
信
じ
て
使

っ
て
ほ
し
い
と

願

っ
て
い
ま
す
。
サ
ナ
モ
ア
の
お
か

げ
で
、
元
気
に
明
る
い
毎
日
を
送

っ

て
い
る
幸
せ
な
私
で
す
。

父
と
光
線
研
究
所
に

伺
っ
た
こ
と
が

懐
か
し
い
想
い
出
で
す

町
田
市
　
竹
永
　
管
塁
大
子
様

八
年
前
、
交
通
事
故
に
あ
い
ま
し

た
。
犬

の
散
歩
中
、
無
灯
火
で
脇
見

運
転

の
車

に
跳
ね
飛
ば
さ
れ
、
有
上

腕
骨
骨
折
、
仙
骨
骨
折
、
頚
椎
損
傷
、

歯

の
損
傷

…
と
、
本
当
に
臨
死
体
験

を
致
し
ま
し
た
。
十
か
月
間
の
長
期

に
わ
た
る
入
院
生
活
が
続
き
、
退
院

後
も
後
遺
症
が
残

っ
て
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
時
、
自
宅
で
光
線
療
法

を
始
め
た
と
こ
ろ
、
嘘

の
よ
う
に
楽

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
私
の
両
親
も

サ
ナ
モ
ア
を
使
い
続
け
て
お
り
ま
し

た
。
父
は
腰
痛
に
対
し
て
、
母
は
股

関
節
の
病
気
に
対
し
て
サ
ナ
モ
ア
を

使

っ
て
お
り
、
本
当
に
助
か

っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
年
に
は
勝
て
な
く
、
父

は
九
十
四
歳
、
母
は
八
十
八
歳
で
天

寿
を
ま

っ
と
う
し
ま
し
た
。
私
が
父

を
連
れ
て
初
め
て
目
黒
の
光
線
療
法

研
究
所
ま
で
治
療
に
同

っ
て
か
ら
何

十
年
が
経

っ
た
で
し
ょ
う
か

．^
そ
の

間
、
ず

っ
と
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、

父
と
と
も
に
伺

っ
た
こ
と
が
、
今
で

は
懐
か
し
い
想
い
出
と
な
り
ま
し
た
。．
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